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触
れ
合
う
こ
と
で

身
近
な
存
在
に

▼
見
守
り
活
動　

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
定

期
的
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
訪
問
し
、
健
康
状
態
や
安
否
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
心
の
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

中
郷
・
愛
発
地
区
（
第
５
地

区
）
の
衣
掛
町
で
は
、
町
内
会
、

中
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
共

に
、
毎
年
９
月
中
旬
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
「
温
も
り
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
行
事
を

呼
び
か
け
て
お
り
、
平
成
28
年
度

は
28
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

昨
年
の
９
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
「
温
も
り
の
つ
ど
い
」
で
は
、

午
前
中
に
健
康
体
操
や
オ
レ
オ
レ

詐
欺
の
防
止
方
法
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
寸
劇
・
ゲ
ー
ム
、
昼
食
は
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
楽
し
い

ひ
と
時
。
午
後
は
カ
ラ
オ
ケ
や
踊

り
の
披
露
が
あ
り
、
参
加
者
は
、

地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
、
心
身

と
も
に
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ー 

民
生
委
員
制
度
は
創
設
100
周
年
を
迎
え
ま
し
た 

ー

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

●
地
域
の
見
守
り
役

●
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

●
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
で
高
齢
者
な

ど
の
見
守
り
や
安
否
確
認
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
登
下
校
時
の
声
か
け

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

福
井
県
で
は
1
，
８
５
２
人
、
全

国
で
は
約
23
万
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　　

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

定
め
ら
れ
た
児
童
委
員
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
主

任
児
童
委
員
も
い
ま
す
。

　　

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

生
活
上
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
相
談

内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
専
門
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

５月 12 日は
「民生委員・児童委員の日」

ン
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
見
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

 　▼
取
組
み

　

各
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
で
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　　

南
・
東
郷
地
区
（
第
2
地
区
）

の
藤
ケ
丘
町
で
は
、
自
警
団
や
市

関
係
機
関
と
共
に
、
高
齢
者
や
区

民
の
避
難
場
所
の
選
定
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
不
具
合
箇
所
の
調
査
、

地
震
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
調
査
を
行
い
、
藤
ケ
丘

町
防
災
マ
ッ
プ
作
成
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

▼
「
つ
な
が
り
」
事
業

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
支
援
専
門

員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　　

毎
年
、
民
生
委
員
・
介
護
支
援

専
門
員
協
働
推
進
「
つ
な
が
り
」

と
い
う
事
業
を
実
施
し
、
介
護
支

援
専
門
員
と
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
共
に
、
高
齢
者
に
関
す
る
研

修
会
の
実
施
や
、
各
地
区
で
懇
談

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に

▼
児
童
の
見
守
り
活
動

　

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
に
お

い
て
、
児
童
の
見
守
り
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　　

西
地
区
（
第
３
地
区
）
の
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
見
守
り

活
動
を
週
に
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

低
学
年
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
学

校
玄
関
前
に
集
合
し
、
各
担
当
区
域

に
分
か
れ
て
児
童
の
下
校
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
児
童
の
安
全
を
守
る
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

「
高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
な
の

で
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
」

「
初
め
て
の
子
育
て
で
、
誰
に

相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」

　

日
々
の
生
活
を
す
る
上

で
、
困
り
ご
と
が
あ
る
時

は
、
担
当
区
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

こ
ん
な
悩
み
は

　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

問
合
せ
先

　

地
域
福
祉
課　

　
　

☎
22
・
８
１
１
８

会
を
行
う
な
ど
、
お
互
い
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
き
、
地
域
福
祉
お

よ
び
在
宅
福
祉
の
さ
ら
な
る
推
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲全体研修会の様子

▲不具合箇所の調査を行います

 ガードレールの不足箇所  

▲訪問の様子 ▲ 100 周年シンボルマーク

▲「温もりのつどい」の様子

５月12日の「民生委員・児童委員の日」から1週間は

「民生委員・児童委員の日」活動強化週間
西地区（第３地区）では、民
生委員・児童委員及び主任児
童委員の活動内容を、より多
くの地域住民に知ってもらう
ために、地域の量販店にて活
動内容を記載したチラシを配
布しています。

敦賀市民生委員児童委員
協議会連合会　

会長

竹
た け だ

田　武
たけし

  さん

相手の気持ちに寄り添い
一歩でも近づきたい

　民生委員児童委員として、定期的に１人暮らしの高齢者訪
問や登下校中の児童の見守り活動を行っています。活動を通
して、多くの方々から「ありがとう」の言葉をかけていただけ
る、やりがいのある活動だと感じています。委員として活動す
る中で、さまざまな問題に対して、ひとごとではなく、自分の
問題として考えるように心がけています。今後も相手の気持ち
に寄り添い、１歩でも相手に近づくように努力し、多くの方々
と心の絆を感じられるようになりたいと思います。

民生委員児童委員の思い


